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「女性と高齢社会」連続セミナー2003

主催  財団法人　日本女性学習財団

Withyou　さいたま

　　　　 

ワークショップグループ「終の住まい探検隊」編
代表・長沼和子記

連絡先：kazukozin@nifty.com
■　はじめに
　今年１月、日本女性学習財団・Withyouさいたま主催の「女性と高齢社会」連続セミナー2003（ワークショップ形式）に参加した。
「20年後の私」というキャッチコピーに、どうしようもなく急かされたからだ。「７４歳になった私はだれとどこでくらしているだろうか？」――死んでいるとは考えにくい。体力はもとより気力も萎え足腰も不自由になった７４歳の私を知りたくなったのだ。
 

　セミナーの中でテーマ別のグループ作りがあり、私は「終（つい）の住まい」をテーマにしたグループを提案した。１年前にFPの仲間と「終の住まい探検隊」を立ち上げ、高齢者施設、高齢者住宅を調査訪問しているところだった。
 

　セミナーのグループディスカッションの中で、私はいままで訪問してきた高齢者施設や高齢者住宅のお話をした。すると、テーマに賛同して集まったメンバーから「私も見学したい」「私も訪問したい」と条件反射のような反応が返ってきて私は少々面食らった。
　老後の暮らし方 、老後の住まいについて生活者・消費者サイドからの情報不足に気付いている人も多いのだ。どこに、どんな施設があって、どんな暮らしが待っているのか。みんな知りたいのだ！

セミナー最終日に「Withyou終の住まい探検隊」が組織された。
 

メンバーは６名。さいたま市在住４人、川口市在住１人、深谷市在住１人。今年の２月から３月にかけて高齢者施設１カ所と、高齢者住宅２カ所を見学訪問した。

これはその訪問レポートである。それぞれの訪問時にメモとして利用した、施設・住宅に関する「施設概要調査票」をレポートの前に表にしておき、また、訪問を終えての感想・座談会をレポートの最後においた。

老後の住まいに関心を持たれる方々に、ここに書かれた概要や訪問者の感想、入居者の声などが、なんらかお役にたてばさいわいです。
 

■　１ 高齢者向け優良賃貸住宅「こもれび清瀬」訪問（2004年2月26日）
	住宅名 　こもれび清瀬

	住宅概要
	料金およびサービス

	01住宅種類
	高齢者向け優良賃貸住宅
	料金 
	入居金
	敷金
	３ヶ月分

	02 開設年月日
	H14.3
	
	
	入居一時金
	　

	03 事業主体
	地主の森田さん
	
	
	介護一時金
	　

	04 管理者
	（有）拓実産業
	
	
	礼金
	　

	05 運営者
	NPO法人いちごの会
	
	
	小計
	237,300円～351,000円

	06 所在地
	東京都清瀬市野塩1-343-1
	
	月額経費
	家賃

（減額後）
	79.100円～117,000円

（53,500円～91,400円）

	07 敷地面積
	880㎡
	
	
	共益費
	10,200円

	08 延床面積
	660㎡
	
	
	運営費
	9.100円～10,900円

	09 交通
	西武池袋線秋津駅下車徒歩7分
	
	
	食費
	　

	10 電話
	　0424-94-0731
	
	
	介護保険負担分
	　

	11 FAX
	　0424-94-0731
	
	
	小計
	72,800円～112,500円

	12 居室数
	13戸
	サービス
	基本サービス
	運営スタッフがウイークディのみAM10:00～PM4:00まで常駐。生活相談にのる。 他、緊急対応サービス、健康相談サービス。

	13 居室面積
	30.0㎡～50.0㎡
	
	
	

	14 備考
	入居時に終身契約をかわすことも可能。火災保険加入義務あり。２年契約15000円 
	
	提携
	配食サービス、家事援助サービス。介護支援サービス、安否確認サービス。移送サービス。
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フットワークの良さ、都市型高齢者住宅
　西武池袋線秋津駅北口１時に集合。南口が賑やかな商店街なら北口は静かな住宅街。駅を出て直ぐ左手に感じのよいカフェギャラリーが見える。保育園やスーパーマーケットを通り過ぎていくとレンガ色の３階建ての建物が見えてきた。「こもれび清瀬」だ。ゆっくり歩いても約７分で到着。外観は普通のマンションとかわらない、高齢者用の住宅とは思えない。
　低い門ペイを開けるとそこは中庭。その中庭は３階までの吹き抜けのように広々としたスペースである。（空間を贅沢に使っている気がした。）隣接してみんなが使うコミュニティルームがある。明るい！そこで設計者でコーディネーターでもある山本和広さんとお二人の先客が出迎えてくれた。
 　お二人は長年浦和で、有償の介護ボランティアを続けているグループの方々。我々訪問チームの一人が
「お久しぶりです。まあ、こんなところで会えるなんて！」と言いながらかけ駆け寄っていく。あっけにとられた。ヘルパー１級の資格を持ち１年前までヘルパーとして働いていたIさんだ。まずは、Iさんたちの旧交を温めるところから訪問スケジュールは始まった。
 

●高齢者向け優良賃貸住宅（高優賃）とは、次の３条件をみたす住宅のことだ。
①　民間の土地所有者等が国の高齢者向け優良賃貸住宅制度を活用し,知事等の認定を受けて賃貸住宅を建設し、管理する。
②事業者には国、都、市から建設資金の補助があり、入居者には収入に応じて、家賃の一部減額補助がある。
③　管理は一定の資格を有する法人が受託する。
 
入居者のお部屋

当日訪問した入居者のお部屋は２DK、50㎡のAタイプ。和室6畳、洋間5.5畳 。ダイニングキッチン、トイレ。浴室には乾燥機能を持つ暖房装置付き。緊急警報は浴室、トイレ、寝室３カ所に設置してある。必要は箇所には手すりが取り付けてあり、もちろんバリアフリー仕様。
現在、３人のお年寄りをかかえ介護に忙しいTさんの細かいチェックが入る。浴室のドアの幅がやや狭い、トイレの便座脇の手すりの位置など設計者の山本氏に逐一確認していく。
 　そこに暮らしているのは93歳のご主人と86歳の奥様のご夫婦。お部屋は全戸南向きだからベランダからよく陽がはいる。奥様はプランターで野菜づくりに余念がない。時期になったら庭でかぼちゃや、インゲン,トマトなど収穫するそうだ。８６歳の奥様は自転車でお買い物をしていると言う。
 

　前回,私が訪問した時は、男性（66歳）の一人暮らしだった。その方のお部屋とくらべると、やはり家庭的で暖かい。
 

　では日常的な運営はどうなっているのか。
管理者と基礎サービスを委託契約をしているは地元の「NPO法人いちごの会」。地域ボランティアとしての活動歴も長く、こもれび運営のコアになっている団体。会のスタッフの前田さんがウイークディだけだがAM10:00～PM4:00まで常駐して生活相談にのってくれる。
他に提携サービスは別紙の通り。
 

　「開設から３年経過して入居者との関係もできてきた。最初はどんな性格の方々がいらっしゃるかわからないので大変なこともありました。今はおひとり、おひとりの性格も飲み込め、あまり干渉せず、いい距離を築いています」。常駐ヘルパーの前田さんの談だ。

参加者６名の感想

参加者全員にアンケートをお願いした。

全員が立地条件の良さをあげている。「フットワークが最高」とIさん。「商店街が近くて日常生活に便利がいい」とFさん。

建物の外装や外観については「落ち着いた感じ、シニアの住宅とうい感じがしない」はみな一致した意見。

　共有スペースや広さについてはIさんと私は同意見で、「中庭からすぐに共有スペースに入れ、声もかけやすく、中もすっかりみえ安心感がある」。

　間取りについては「動線を考慮した配置になっている。トイレ、洗面所、風呂場の広さもいいし、風が部屋の中を南北に流れるのもいい。」とAさん。

では住人にとってかなめのサービスについてはどう感じたか？

年代で意見がわれた。

５０代と６０代前半の人は、

「仕事の枠を越えたまごころのこもったサービスに感じた。」とKさん。

「担当者の人柄に感心しました」とFさん 。

「共有スペースにいちごの会のヘルパーが常駐していることは精神的に心強いものがある。見守りが行き届いていてとても感じがよかった」と60代前半のIさん。

60代後半のAさんは、「食事のサービスが全くないというのはちょっと不都合な感じがした。基本的には自分で作るとしても時には作りたくないときも」と。

年代によって選ぶポイントが違ってくるようだ。

（提携サービスのリストには配食サービスもあり）

また、どういうお住まいを希望するかの問いに、

６０代後半のAさんは、「元気なうちは自立型がいいが病気や介護状態になっても安心して住み続けられるところ」。ところが、５０代は模索中というかたばかりだった。

訪問の初日だったが、年齢によって、フットワークの良さなど利便性を重要視するか、病気や介護が必要になったときの安心が一番なのか、はっきり分かれた。

私見だが、高優賃で、「こもれび清瀬」ほどハードとソフトがうまくかみ合っている住宅はそうないと思った。入居者の方々と「いちごの会」のメンバーが時間をかけて双方で相互関係を創ってきた成果が見学者を引きつける。
 

 

■　２　グループリビング「シャロームつきみ野」訪問（3月26日）
	施設名 　シャロームつきみ野

	住宅概要
	料金およびサービス

	01住宅種類
	グループリビング
	料金 
	入居金
	保証金
	50万～65万

	02 開設年月日
	H11.6
	
	
	入居一時金
	420万～2,370万

	03 事業主体
	なし
	
	
	介護一時金
	　

	04 設置者
	（有）シャローム木下
	
	
	礼金
	　

	05 運営者
	NPO法人シニアネットワークさがみ
	
	
	小計
	　470万～2,435万

	06 所在地
	神奈川県大和市下鶴間215
	
	月額経費
	家賃
	0円～110,000円

	07 敷地面積
	1269.58㎡
	
	
	管理費
	35,000円

	08 延床面積
	980.03㎡（＊建物規模）
	
	
	運営費
	なし

	09 交通
	田園都市線つきみ野駅下車徒歩15分
	
	
	食費
	　

	10 電話
	046-274-0141
	
	
	介護保険負担分
	　

	11 FAX
	046-274-0141
	
	
	小計
	35,000円～145,000円

	12 居室数
	14戸
	サービス
	基本サービス
	運営スタッフの常駐。非常時にはいつでも緊急通報体制がととのっている。
入居者の自立生活を支援するための相談対応に専門スタッフを配置している。

	13 居室面積
	28.0㎡～52.0㎡
	
	
	

	14 備考
	トランクルーム1.4帖
	
	提携
	食事（昼食、夕食）、お出かけサービス、住まいサービス、介護、ヘルパーの派遣、医療。

	
	
	
	
	


地域型拡大家族の家
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　武蔵浦和駅９時集合。残念ながらお二人不参加なので４名で出発。渋谷で田園都市線に乗り換え、つきみ野駅には１１時過ぎに到着した。つきみ野でFPのKさんと合流する。２台のタクシーに分乗。ワンメーターでシャロームつきみ野に到着した。歩いても、１５～６分の距離だと思う。

　昼食を入居者の皆さんご一緒する約束だった。

　玄関を入ると、そこは吹き抜けの明るいリビング。中央には大きなダイニングテーブル。南向きの大きな窓から陽がリビングいっぱいに入る。NHKの映像で見た通りだった。テーブルの上やリビングの周りには季節の花々が活けてある。

もう、この舞台装置のような雰囲気だけで我々一同は感激してしまった。

そのあとすぐにまた我々は感動することになる。

　厨房では年配の男性が手際よく、調理から盛りつけにかかっているところ。入居者はめいめい自分の器にご飯を盛りつけているので、我々も後に従う。

トレーにセットされた昼食メニューはおひたしの緑、デザートのピンクと彩りもゆたかで、家人が家族のために作るのと同じ。

　大きなテーブルに我々も同席した。さあ！いただきます！

お吸い物を一口飲んでは、「おいし～い！」、おひたしを一口食べては「おいし～い！」と、感動を口にしないではいられないらしいTさん。「味付けが最高」と、仲間のFさん。Fさんは管理栄養士さんでした。昼食代は５００円。
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お吸い物のだしが何だったのか我々の間ではあとあとまで話題になったぐらいだ。そのくらいあたたかい気持ちが込められた食事だと感じた。

　作ってくれた男性はリタイアしてから町の公民館の男性料理教室で初めて包丁を持った方。そこから料理にはまって今はつきみ野で腕をふるうボランティアになったわけだ。

　夕食の準備には、また違う方が材料も持参でこられた。ご自分で採集してきたという季節の野草も入っていた。夕食代は７００円。
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「シャロームつきみ野」のリビングは地域の人たちのステージかもしれない。

地域の人も、ボランティアも皆が集う。いわば「地域型拡大家族」かな。

土地を提供した木下家のおばあちゃんは日中いつもリビングの指定席に座っている。

設計者の古居さんもここの住人だし。

約束の時間も過ぎて我々が帰るころ、リビングから歌声が聞こえてきた。若い男性の指揮のもと、入居者の方々が、賛美歌を斉唱していた。

■　３　特別養護老人ホーム「誉田園」訪問（３月２８日）
	施設名
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ほん),誉)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(だえん),田園)（介護老人福祉施設）

	施設種類
	特別養護老人ホーム

	開設年月日
	S63

	所在地
	千葉市緑区高田町1790-1

	設置者
	社会福祉法人うぐいす会

	交通
	東京駅京葉線蘇我乗り換え外房線誉田駅下車

	電話
	043-291-2524

	FAX
	043-291-2590

	定員
	50名

	施設概要
老人福祉法に基づき設置された福祉施設。入居条件：65歳以上の要介護の高齢者で在宅介護が困難な、寝たきり等の人。介護・食事・入浴のサービスがある。居室定員4人以下、居室面積10.65㎡以上。費用負担は月７万円程度。


「介護とは能力を引き出すこと」
東京駅から京葉線・快速で蘇我駅まで、そこから外房線に乗り換えて二つ目が誉田駅。東京駅からおおよそ１時間ほど。駅から車で１０分足らずのところに誉田園はある。誉田園へ入る手前の左側にはズラーと墓石が並ぶ。バブル時代になだらかな丘陵が次々に霊園に様変わりし、霊園街道と呼ばれてもいるその奥に誉田園はあった。

うぐいす会・誉田園は従来型の４人部屋の特養だ。初めて私が伺ったのは昨年の１１月。暗い老人病院をイメージしていた。

しきりをとりはらった施設
玄関を入ると、左手に事務オフィスがあるのだがロビーのと間に壁の仕切もなくオープンで、だれが何をしているかよく見える。

私が園内で最初に耳にしたのは入居者による昼食メニューの園内放送だった。

案内役のAさんは元福祉専門学校の先生。生徒の実習先だった誉田園に勤務先を退職してから職員になられた方だ。お年は７０代。ここは年齢制限がないらしい。

これまで施設訪問者の案内役は入居者のOさんだったが少し前からご病気で入院しているので急遽対応してくださったわけだ。Oさんはボランティアの訪問者を案内しながら写真に撮って掲示していた。
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オフィス横の壁一面にはここ数年で出かけた国内旅行、海外旅行の記念写真が貼ってある。車いすの入居者が少し緊張した笑顔で写っている。

特養の入居者が海外旅行？！　　昼食メニューの園内放送といい、７０代のAさんの職員採用といい、何か他と違う気がしてきた。パスポート申請をするのも初めてなら、飛行機に乗るのも初めての人ばかり、と聞いてさらに疑問は募っていった。

その疑問は当時施設長だった宇野真之先生とお会いして少しわかったのだが、私の中に残る疑問をもっと氷解したくて3/28再訪した。

Withyouのメンバーと「終の住まい探検隊」のメンバー、入居先を探している方の５名で、誉田駅に到着。ボランティアの蟹さんがワゴンで駅まで出迎えてくれる。蟹さんは宇野先生にくっついて愛知から「単身赴任」してきた方だ。「男が男に惚れたっていうんでしょうかねえ」と迎えの車のなかではなしてくださる。ご商売は奥様とご長男にまかせて、今は隣のケアハウスの１室にお住まいだ。園内の案内も蟹さんがしてくれる。訪問者の案内は職員の仕事にあらず、これも宇野先生のお考えだと蟹さんが教えてくれた。

園内は回廊になっていて、手すりで体を支えながらおばあさんが歩いていた。体力保持のためか熱心だなと感心してしまう。私たちの施設見学が終わり頃になっもまだ歩いていらっしゃる。同行Tさんがアルツハイマーの方じゃないかしらと私に教えてくれてやっと理解した次第。職員が歩き疲れたころを見計らって背中を差し出すと黙って負ぶさるという。

今回の訪問時も宇野先生は快く懇談のお時間をとってくれた。

前回、施設長という肩書きだった宇野先生はこの４月から「社会福祉法人うぐいす会」理事長職代行常任理事になられるという。

宇野先生の略歴は――
長年愛知県の教育畑（中学教師、ボーイスカウトの創設等）で活躍してきた方。定年退職を機に誉田園に着任。これまでの青少年育成の手腕を活かし、施設改革を進めて１０年になる。

前回疑問に思った海外旅行についてお聞きた。北海道、沖縄へ行った入居者は、海外へも行きたいと欲がでてきた。入居者の自己実現のためならなんでもサポートするのが宇野先生のお考え。訪問先は長年のボーイスカウト活動でつちかつた人間関係のあるところが引き受けてくれた。手が震えて字も書けなかった人が飛行機に乗りたい一心で、パスポート申請するために名前を書く練習をした。随行は同園の職員さんたちが自分たちの休暇を利用してボランティアとして参加している。入居者も送り出す家族も安心して海外旅行ができた。海外旅行をやり遂げた人たちは、「できた！！」という自信がつき、それが生活全般にわたって意欲的にさせる。そんな意欲が出てきた方々が自分から園運営の一翼を担うようになったわけだ。　　　　　


ヘルパーになるのに３年

先生が、「一人前のヘルパーになるのに３年かかる」とおっしゃったことが意外だった。

巷の老人ホームで専門学校を出てきたばかりの若いひとを見慣れた私には「３年」という時間は長すぎると思ったのだ。５０人いる入居者ひとりひとりが今、何を望んでいるのかわかるようになるのには３年はかかるよと説明があった。

同行したTさんが「アイコンタクトなんですね。」とあいずうち。入居者はそんなにおしゃべりではないのだ。言葉に出さなくてもわかるようになる～ということかと理解できた。

病人にされた人をよくしてあげることがヘルパーの仕事。意欲がでるまで徹底的に支援する。その直近例を聞いた。７９歳の男性で要介護4の状態で入園。在園２年３ヶ月で要支援状態まで軽くなり、退園なさったそうだ。
「入居者は暇だから職員の行動をよ～くみているよ。」と先生。「入居者が主役だから入居者に嫌われる職員はだめだね。」と。年１回の職員の査定は入居者の意見も参考にするそうだ。

ここまできて少し先生の運営方針がおぼろげながら見えてきた。

一緒に話しを聞いていた、この４月から事務長になられる高良さんが、

「園長は着任当時、２～３年の間、毎朝ひとりでもくもくと畑を作ったり、古材を切って鶏小屋を建てたり、中庭にはブランコを設置していました。いつでも「おはよう」と入居者には声をかけてました。そうした中から少しずつ入居者の反応がでてくるようになってきたのです。職員も少しずつ変わってきました。」

下記は３回目4/28の訪問を呼びかけた時の私の文面です。
●誉田園は特に有名でもない、古い建物の従来型特養にすぎません。けれど驚いたのは、入居者（平均年齢８６．７歳）が介護を受ける一方の「お客さん」でなく、自主的に役割を見つけて仕事をしていることです。入居者が、訪問者を案内し、記録をとり、それを壁に掲示し、ランチメニューをアナウンスする、まるで幼稚園（老稚園！？）か小学校のような活気がありました。これまでの施設訪問では、医療や介護に注目してきましたが、人間関係（役割）をつくり行動力を引き出してしまう「教育力」に感嘆した次第です。

「介護とは能力を引き出すこと」――高良さんが誉田園で行われている介護をはっきり教えてくれました。
さいたま市内の特養訪問で見かけた、２台の車いすを両手で押しながら食堂へ連れて行く女子職員の姿を思い出した。運ぶのは荷物じゃなく人間なのに。

■　４　訪問者座談会
４月７日、訪問予定が終わり、参加者５名で座談会をもった。

１月１７日の講座初日から３ヶ月弱のつきあいになる。シャロームつきみ野では「同じ釜の飯を食った」仲間でもある。忌憚のない話し合いの場になったのがうれしい。

３カ所訪問した上に、さらに翌々日、上京してきた７７歳のお母さんを連れて再度「シャロームつきみ野」と「誉田園」に行ったというTさんの報告に、集まった全員がそのバイタリティに舌を巻いた。

●施設訪問をして何が得られたか？

訪問ツアーは、今自分がいる場所がいちばんだ、という確認作業になったようだ。高齢者施設・住宅をそうたくさんは見なかったけれど、どんな方たちがどんなコミュニティを創って暮らしているのか、実際に訪問・交流の体験をしてみて、これまでの各自の来し方から、答えを見つけられたようだ。

Tさんのおかあさんは現在、要介護２で、福島で一人暮らしをしている。そのおかあさんがまだまだ私が行くところじゃないと言われたそうだ。

忌憚のない座談会の内容になるが、Iさんが「私の老後設計の中に夫は入っていない。」と発言されたとき、Tさんが大きくうなずき、「帰宅したら、靴下をほうり投げ、メシ、フロ、ネルと言う言葉しか話さない夫との老後生活は考えられない。」と同意したこと。またFさんも、「私の友人の中には年金分割法案の成立を待って、離婚を考えている人も多い。」とも言う。

常に夫との共生を考えていた私には衝撃発言だった。

●ケアについてはいいヘルパーをさがすこと！

もうひとつびっくりしたのはIさんからヘルパーの質についてのエピソードを聞いたときだ。

「大手の介護施設業者は、入居者に過剰サービスを押しつけてくる。サービスは自分で選べるところがいい。」「２級のヘルパーの質が落ちている。時間から時間までいればお金になると、楽な仕事を選ぶ。働き方に打算が見えてしまう。こんな人たちとは一緒に仕事をしたくないと思った。」と言われた。

「病院付の家政婦だった人が２級のヘルパーに乗り換えた。水商売よりいいやというノリで」とはFさんの体験談から。

「家族もヘルパーとともにいい人間関係を築きあげていくことが大事。お互いに教育しあうこと。」とIさんからの提言。

「でも自分の家族が入居しているとなにも言えないよ。囚われ身だから」とTさんは本音をチラリ。

· 今後の希望や抱負をうかがった

T さん（56才）は　「ついの住まいは探していない。最後まで社会と繋がっていたい。調理師免許があるので、自宅を改装して街角の小さなレストランをやりたい。高齢者の方々に手作りの食事でもてなすの。」

（Tさんは４人のお子さんを育てあげ、現在は３人の老親を抱えているが、今の方がラク～とくったいがない。）

I さん（61才）は　「老後は京都とか、奈良に２ヶ月ぐらい暮らすのが希望。好きなところに好きなだけ住んでみたい。老後の住み替えは２度、３度ネ。」

（I さんは52才の時ヘルパー１級資格を取得。53才で自動車免許を取得してヘルパーとして働いていた。今後は傾聴ボランティアをめざし勉強中である。）

Fさん（55才）は　　「いままで暮らしてきた埼玉を離れるなんて私には考えられない。これからは、今住んでいる地域で自分にできることを探していきたい。」

（F さんは５年前にご主人を病気で亡くされ、ご自身も３年前に大病を患い九死に一生を得た。前職を退職し、独立した娘さんのマンション近くに引越そうと考えて物件を探していた。）

A さん（65才）　「老後はインドネシアあたりに住んでみたい。今年の目標はボーイフレンドをつくること。」

（A さんが５９歳の時ご主人が失踪。６０歳で、ご主人とは協議離婚。３０年間高校の教職のあと、日本語教師になり２年間オーストラリアに滞在。国際免許も取得した。）

今回の訪問を企画し報告書を書く私には大きな成果があった。

問題意識を共有し同じ体験をした人たちとは、短時間で　率直な意見交換ができる仲間になれること。教えられることが多かった。

ことあと希望者３名とFPの手法を使って生活設計の仕方を学ぶ「実践FP講座」を、４月２５日から、Withyouさいたまで始めた。始まる直前に仕事が入り、最年長の参加者だったAさんは６月１日、日本語教師としてフィリピンへ旅立った。

■　おわりに
今わたしは、昨年FPの仲間と立ち上げた「終の住まい探検隊」をNPO法人「くらしとお金の学校」という事業の１パートとして位置付け、地域の方々にもひろく参加を呼びかけて、これからの「老後の暮らし方」を提案していく活動をしていきたいと考えている。
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▲宇野先生（左から２番目）と一緒に 
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▲ボランティアの訪問者を写真で掲示
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▲味付けに感動
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▲吹き抜けのリビングで入居者と昼食
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▲シニア住宅とは見えない正面入口
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